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Ａ．研究目的 
 高次脳機能障害支援に重要とされる地域支援ネッ

トワーク会議(研修)「以下会議(研修)」に関し，その

有用性などについて実証的検討を行った． 

 

Ｂ．研究方法 
対象は，2013 年度内に愛媛県(以下「A」)と和歌山

県(以下「B」)において開催された会議(研修)に参加

した医療，福祉などの関係者(A=159 名，B=87 名)

とした．方法は，ABの会議(研修)で異なるプログラ

ムを実施し，終了時にアンケートを配布回収した．

プログラムは A=「事例検討」，B=「高次脳機能障害

に関する講習+事例検討」である．アンケートの内容

は，個人属性および会議(研修)の役立度，人脈増の

期待度，仮想参加費，高次脳機能障害に関する習熟

度であり，順位尺度は得点化して統計解析を行った．

なお，本研究は A，B の許可，松山リハビリテーシ

ョン病院の倫理審査委員会の承認を得て実施した． 

 
Ｃ．研究結果 
 回収率は Aが 92.5%(147名)，Bが 97.7%(85名)

であった．参加者の平均年齢は A が 39.90(±9.12)

歳，B が 41.52(±11.56)歳であった．経験年数の平

均は A が 7.56(±6.56)年，B が 6.73(±7.19)年であ

った．会議(研修)への参加有無に関して Aは「なし」

35人「あり」112人，Bは「なし」41人「あり」43

人であった，参加有無で「あり」と回答した参加回

数は，Aが 5.61(±6.48)回，Bが 2.05±2.20)回であ

った．性別は，AB とも女性の方が多く，所属に関

する差はなかった．参加者の資格は，「看護師・保健

師」，「社会福祉士」が多かった．会議(研修)での交

流数は A が 5.54(±5.90)人，B が 2.55(±2.67)人で

あった．会議(研修)の役立度，人脈増の期待度に関 

して差はなく，双方の得点とも高かった．仮想参加

費は Bの方が上回った．参加経験の有無に関する差
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異では，

対応」「連携先の社会資源」「支援拠点機関の認知」

に差が認

 
Ｄ．考察

初参加者に対しては

果的であることが分かった．

 
Ｅ．結論

 

直接的に高次脳機能障害者に役立つものではないが，

プログラム内容の工夫により，間接的効果を得るも

のであることが分かった．
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